
 
 

 新年明けましておめでとうございます。本年も谷口教授の不当解雇撤回、大学運営と教育の民主

化に向けた闘いに力をお貸し下さい。さて昨年末の 12 月 18 日（火）、名古屋大学職員組合によって

谷口教授のミニ講演会と「励ますつどい」が開催されました。暮れも押し詰まった寒い日でしたが、

同組合の皆さまの温かい企画に大きな力をいただきました。本当にありがとうございました。 

 谷口教授から感謝の手記をお寄せいただきましたので、以下にご紹介いたします。 

 

名古屋大学職員組合に励まされ 谷口 富士夫 
 

名古屋大学職員組合（以後、名大職組と略）から招待を受け、「名古屋女子大人権侵害事件（訴訟） 

谷口先生を励ますつどい」を開いていただきました。当日は午後 5時 40分から７時まで「みみより

カフェ」でのミニ講演の講師としても招待を受け、その終了後

に会場を改め、午後９時まで「励ますつどい」が催されました。 

 「みみよりカフェ」は名大職組が開いている公開学習会の名

称です。学内にあるカフェでドリンクを飲みながら講師の話を

聞ける場として、組合員のみならず他の教職員や学生などにも

開放されたミニ講演会です。私は「チベット仏教における仏性

（ぶっしょう）思想と空（くう）思想」という演題で専門分野

の内容をかいつまんでお話ししました。越原学園理事会によ

る攻撃が始まって以降、講義あるいは講演のような場で学問

的な話をする機会がほとんど奪われていましたので、そのような場をいただいたこと自体、非常に

ありがたいものでした。また、会場の営業時間の関係であまり質疑応答に時間を費やせませんでし

たが、学生とおぼしき若い人からポイントを押さえた質問を受けたのも、良い刺激になりました。 

 学内の別のレストランで開いていただいた「励ますつどい」は立食パーティー形式でした。私と

東海私大教連役員が事件の経過報告等を行い、名大職組役員、名大文学部の教員、日本科学者会議

会員といった方々から暖かい励ましのお言葉を頂戴いたしました。 

 事件の最中には、同僚や学生たちから隔離された場所で様々な「業務命令」を受けていましたが、

事件の情報が広まるにつれて、これまで見ず知らずであった

方々からも温かいご支援をいただき、大変感謝しております。

今回の「励ますつどい」でいただいた励ましのお言葉のおか

げで、まだ始まったばかりの裁判闘争を最後まで闘いぬく勇

気と気力を授かったような気がします。 

今回の名大職組の「励ますつどい」の関係者の方々に、こ

の場を借りて御礼申し上げます。 
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▲「みみよりカフェ」で講演する谷口教授。 
約 30人の方々にご参加いただきました。 




